
2024年の終わりの挨拶を述べるにあたり、今年の
EUCOMSネットワークは成長・コラボレーション・
影響力あるイベントの数々があったことを思い出す。
このニュースレターは、私たちが共に達成したこと
の祝賀であり、私たちが将来のコミュニティメンタ
ルヘルスケアを創造し続けるにあたり道を概観する
ものである。

このニュースレターでは2024年の振り返りを含んだ、
以下の項目についてお届けする。

・ネットワークの拡大: 15の新たなfull participants
を13ヶ国から迎えた。
・現地セミナー:ケルン（ドイツ）とリスボン（ポル
トガル）で行われ、世界中から専門家とadvocatesが
集まった。
・ウェビナー:ギリシャのメンタルヘルスケア、WHO
フラッグシップイニシアチブ、LGBTI+メンタルヘル
ス、刑務所のピアサポート。
・2025年の予定:コラボレーションを促進するセミ
ナーやウェビナー。
・メンバーシップ特典:EUCOMSネットワークのメン
バーになることで得られる特典について。

私たちが前進してきた事実を祝い、将来の機会に喜
んで応じよう。この素晴らしい旅路を共にしてくだ
さりありがとうございます。

2025年も有意義な1年でありますように！

EUCOMSネットワーク 2024年を振り返り



今年は13ヶ国から15の新たなfull participantsを迎えた。これらの団体や個人はメンタルヘル
スケアの改善に資する豊かな専門性や情熱、奉仕を兼ね備える。

ベルギー、日本、ポルトガル、クロアチアなど、私たちのネットワークはこれまで以上に多

様性を増し、力強く成長している。私たちはこれらの新たなメンバーが提供するコラボレー
ションと知識交換の機会を楽しみにしている。共に、私たちはコミュニティメンタルヘルス
ケアにおけるグローバルなインパクトを創造する。

以下が新たなメンバーである。



2024年は2つの現地セミナーを開催した。メ
ンタルヘルスの専門家、政策者、advocates

が集まり、知識を共有し、コラボレーショ
ンを生み、メンタルヘルスケアの改善を前
進させた。

ケルン（ドイツ）2024年3月14-15日
主題は「コミュニティメンタルヘルスにお
ける自治体の責任」であった。19カ国から
95名の参加者が集まった。参加者はコミュ
ニティメンタルヘルスケアを創る上での自
治体レベルの動態や、第3セクターやNPOの
役割を模索した。このセミナーでは興味を
引くプレゼンテーション、ワークショップ、
メンタルヘルスサービス提供機関への現地
訪問を含み、現行の改革と革新的実践に関
する価値ある洞察を参加者へ提供した。

リスボン（ポルトガル）2024年11月21-22

日

Fundação 東洋博物館で開催された。主題は
「持続可能なコミュニティメンタルヘルス
とポルトガルのメンタルヘルス改革」で
あった。当初の参加予定者は100名であった
が、申込者が増え最終的には11カ国から350

名の参加者が参集した。この事実は取り扱
われた主題の重要さを示唆する。主なト
ピックスは、コミュニティメンタルヘルス
チーム、持続可能なリカバリー、ピアサ
ポート、住居ファーストイニシアチブ
(housing first initiative)、社会的処方箋など
であった。メンタルヘルスプロジェクトへ
の現地訪問では参加者はポルトガルのメン
タルヘルス改革に感銘を受け、鼓舞され動
機づけられた。

これらのセミナーは、EUCOMSネットワークの一例である。EUCOMSネットワークはメンタル
ヘルスケアの領域でコラボレーションし意義ある変化を起こすことに力を注いでいる。
2025年もインパクトあるイベントを開催する。



1. ギリシャでのコミュニティメンタルヘル
スケアの導入(2024年1月)

年初はギリシャでのメンタルヘルスに関す
る活発な動態を深く学び、特にthe Society 

of Social Psychiatry P. Sakellaropouloに着目
した。参加者は以下のテーマを学んだ。
・ギリシャの4つの地域でのコミュニティ
を基盤としたメンタルヘルスサービス
・田舎でのモバイルメンタルヘルスユニッ
トの役割
・自然災害の際の回復力の向上
(英語版の原文には録音のリンクがある。)

2. WHO flagship initiative on mental health 

(2024年3月)

このウェビナーでは、WHOのメンタルヘ
ルス最重要新構想を学び、EUCOMSとのコ
ラボレーションの機会を模索した。グロー
バルメンタルヘルス戦略、ピアサポート、
将来の新構想について、Dr. Ledia Lazeriを
始め著名なパネリストたちが洞察を提供し
た。
(英語版の原文には録音のリンクがある。)

3. LGBTI+とメンタルヘルス(2024年9月)

LGBTI+の課題とメンタルヘルスについて
話し合った。著名なスピーカーたちが
LGBTI+コミュニティで直面している特有
の課題を話し合い、非排他的かつ良いケア
を奨励するための洞察を提供した。
(英語版の原文には録音のリンクがある。)

4.刑務所内外のピアサポートの社会的価値
(2024年11月)

この考えさせられるウェビナーは北欧の刑
務所でのピアサポートの事例を提示した。

アイスランドのAfstaðaのピアサービスの
事例やノルウェーのWaybackの働きについ
て扱い、EEA(European Economic Area 欧
州経済領域）プログラムの資金により提供
された交換訪問を行った。ディスカッショ
ンでは刑務所生活の経験者の実体験に立っ
た視点の大切さが強調された。
(英語版の原文には録音のリンクがある。)

これらのウェビナーはEUCOMSがメンタルヘルストピックスにおける対話と協力関係を産む
ことに注力していることを示す。2025年のイベントにも注目ください。

今年は4つのウェビナーを開催し、メンタルヘルスケアの枢要なテーマを扱った。これらの
ウェビナーに専門家、advocates、ピアが集まり、知識を共有し、意義ある議論を行い、メ
ンタルヘルスケアを届けるためのイノベーションへのインスピレーションを与えた。



2025年もEUCOMSネットワークはインパクトのある1年となるようにセミナーやウェビナー
を企画している。それらは重要なメンタルヘルスのトピックスを扱い、ネットワークを通
じたコラボレーションを産むことを目的としている。カレンダーに印をつけてご参加くだ
さい。

現地開催セミナー

1.アレクサンドルポリス（ギリシャ）2025年
3月27-28日

主題:「危機との付き合い方：自然災害時のコ
ミティメンタルヘルスの応答」

自然災害時に不可欠な役割であるコミティメ
ンタルヘルスを共に学ぼう。2023年のエヴロ
ス県（ギリシャ）の山火事を背景に、第一線
で活動した人、メンタルヘルス専門家、サー
ビス提供者が集まり、戦略や課題、グッドプ
ラクティスを共有する。参加者は地域でのイ
ンターベンションサイトを訪問する機会を得
られる。
（英語版の原文には申し込みリンクがあ
る。）

2. リール（フランス）2025年11月5-7日

フランスの公衆衛生協会の集会の1部としてこのセミナーは開催され、公衆衛生を扱う。
2025年の第一四半期の詳細については、追ってお知らせする。



ウェビナー

1. ウクライナでのコミュニティを基盤とした
メンタルヘルスケアの開発
2025年1月29日
ウクライナ時間で20時-21時半

ウクライナでのコミュニティを基盤としたメ
ンタルヘルスケアの開発について学ぼう。ウ
クライナ語と英語のバイリンガルプレゼン
テーションと生演奏が提供される。以下のト
ピックスを扱う。
・Olga Gorbaneva「オールウクライナメンタル
ヘルスプログラム」
・Tayisiya Symohko & Iryna Roshkovych
「 Zakarpattiaでの開発」
・Orest Suvalo「ウクライナのためのメンタル
ヘルス Mental Health 4 Ukraine」
・Oleksii Skrypachenko「ピア専門家と音楽家」

（英語版の原文には、（英語版の原文には申
し込みリンクがある。）

2. Heiloo 宣言
2025年3月12日
中央ヨーロッパ時間で19時-20時半

3. 依存
2025年9月24日
中央ヨーロッパ時間で19時-20時半

4. 医療と社会セクターのコラボレーション

2025年11月26日
中央ヨーロッパ時間で19時-20時半

詳細や申し込みリンクは後日お知らせする。



EUCOMS full participants（費用を納入したメンバーシップ）になった際の特典について。



良い生産的な新年を迎えられますように！

2025年もメンバー、パートナー、友人たちの成功、幸福、充実をお祈りします。
成果を残し、新たな繋がりを生み、メンタルヘルスケア領域で意義ある改革が行われ
る年でありますように。明るくインパクトある年でありますように。

共に力を合わせることで、私たちは違いをもたらし続けられる。

EUCOMSのパートナーになりたい方は登録できます。メンタル不調を抱える人々を
支援するサービスを提供している個人や組織は私たちのパートナーまたはコラボ
レーターになることができます。詳しい情報はホームページをご参照ください。
(訳注：英語版の原文にはリンクが貼られています。)

日本語訳：JCOMHS（地域精神保健サービス提供者日本ネットワーク）
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